
登録番号 作成日　 年 8 月 11 日 大阪鉄道病院

レジメン名 MEL200療法 対象疾患 多発性骨髄腫

ChemoNavi 治療内容
ｄay -3, -2

点滴静注
① 生理食塩液 ml

ルート確保・フラッシュ用
↓

投与スケジュール ② グラニセトロン静注バッグ ml
10：00～　全開

MEL200療法 ↓
-3 -2 -1 0※ ③アルケラン mg

アルケラン100mg/㎡ ● ● 生理食塩液 ml

備考欄

投与時の
注意事項

・アルケランは溶解後安定性
が低下するため、調製後１時
間30分以内に投与終了する。

・移植はアルケラン投与終了
から24時間以上あけて行う。

点滴、30分
アルケランの希釈用バックは生理食塩液250
ｍLから150ｍL抜いて使用する。

治療日

100

※移植日（Day0）の3日前（Day-3）、2日前（Day-2）にアルケランを投与

総投与時間 day-3，-2：40分

血管外漏出
リスク

アルケラン（メルファラン）
：炎症性抗がん剤

100

50

290 2021

投与
サイクル数 自家移植が必要なとき

薬品名（成分名） 投与量 投与日

アルケラン(メルファラン) 100mg/㎡ day-3, -2


